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晩
秋
の
候
、
秋
の
深
ま
り
を 

感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、 

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。「
秋
深
き
、
隣
は
何
を
、
す
る
人
ぞ
」
ま
さ
し

く
松
尾
芭
蕉
の
俳
句
の
様
な
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
あ
ん
な
に
も
暑
く
、
ま
た
災
害
を
も
た
ら
し
た
空

も
今
で
は
高
く
澄
み
切
っ
た
秋
空
、
田
ん
ぼ
の
稲
刈

り
も
終
わ
り
人
影
も
無
し
、
海
岸
に
行
け
ば
昔
の
は

や
り
歌
の
様
な
「
今
は
も
う
秋
、
誰
も
い
な 

い

海
・
・
・
」
、
す
っ
か
り
秋
が
深
ま
り
、
何
か
寂
し
さ

を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

さ
て
、
市
原
望
洋
高
等
学
校
も
学
校
改
革
の
最
終

年
と
な
り
ま
し
た
。
校
舎
・
体
育
館
の
改
修
、
第
１

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
へ
の
改
修
等
、
多
く
の
改
革

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
早
々
に
は
学
校
説
明
会
、

下
旬
に
は
建
学
祭
も
催
さ
れ
ま
す
。
来
年
に
は
高
校

生
に
な
る
生
徒
諸
君
が
目
を
輝
か
せ
、
ご
家
族
と
来

校
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

い
つ
も
感
じ
る
こ
と
で
す
が
、
「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」
・
「
こ
ん
に
ち
は
」
こ
ん
な
簡
単
な
挨
拶
で

も
生
徒
達
か
ら
い
た
だ
く
と
大
変
気
持
ち
良
い
こ
と

で
す
。
こ
の
よ
う
な
さ
細
な
所
に
『
望
洋
ら
し
さ
』

真
面
目
さ
・
優
し
さ
・
素
直
さ
を
感
じ
る
の
は
、
諸

先
生
方
の
御
指
導
の
賜
物
で
あ
る
と
深
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。 

 

後
援
会
の
Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る
望
洋
会
の
会
報
誌
も
第

５
号
発
行
を
む
か
え
、
今
回
よ
り
「
市
原
市
」
を 

改
め
て
取
り
上
げ
、
新
し
い
企
画
『
市
原
今
昔
物
語
』

と
題
し
て
、
市
原
望
洋
高
等
学
校
の
所
在
す
る
『
能

満
』
よ
り
ゆ
っ
く
り
歩
を
進
め
、
名
所
旧
跡
巡
り
を
発

信
致
し
ま
す
。
休
憩
に
立
ち
寄
っ
て
み
る
お
店
、
ま
た

ラ
ン
チ
を
食
べ
な
が
ら
・
・
。
今
回
の
ラ
ン
チ
に
紹
介

す
る
の
は
郡
本(

こ
お
り
も
と)

「
ま
こ
と
家
の
と
ん
か

つ
定
食
」
で
す
。
パ
ワ
ー
が
あ
っ
て
大
変
美
味
し
い
で

す
よ
。
近
く
に
お
越
し
の
際
は
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

こ
れ
か
ら
市
原
市
を
紹
介
し
て
い
く
に
際
し
、
皆
様

よ
り
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
近
所
の
古
く
か
ら
あ
る
場
所
、
ラ
ン
チ
の
美
味

し
い
お
店
の
ご
紹
介
、
実
際
に
見
学
し
て
み
た
感
想
等

で
も
結
構
で
す
。 

皆
様
に
愛
さ
れ
る
会
報
誌
、
も
ち
ろ
ん
多
く
の
皆
様

に
愛
さ
れ
る
市
原
望
洋
高
等
学
校
で
あ
る
よ
う
、
皆
様

の
ご
意
見
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  
黒
坂
校
長
に
２
０
１
８
年
度
学
校
運
営
の
推
進
事
項

と
こ
の
１
年
間
で
生
徒
に
望
む
こ
と
を
述
べ
い
た
だ
き 

ま
し
た
。 

校
長 

黒
坂 

道
生 

 
  

２
０
１
６
年
度
か
ら
始
ま
っ 

た
学
校
改
革
は
今
年
度
完
成
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
２
学

期
制
か
ら
３
学
期
制
へ
移
行
し
、
今
年
度
全
学
年
が
６

日
制
と
な
り
、
制
服
も
全
学
年
新
し
く
な
り
ま
し
た
。 

施
設
・
設
備
は
３
号
館
と
体
育
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

が
完
了
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
も
順
次
進
み
、
第
１

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
敷
設
が
９
月
末
に
完
成
し
ま
し

た
。 こ

の
よ
う
に
学
校
改
革
が
進
ん
で
い
る
中
で
、
今
年

度
の
学
校
運
営
方
針
の
推
進
事
項
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。
１
つ
目
は
、「
生
徒
の
主
体
的
な
学
習
を
促
す
魅

力
あ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
完
成
を
目
指
す
」
で
す
。

２
つ
目
は
、「
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
確
か
な
学
力
と
思

考
力
を
育
成
し
、
東
海
大
学
進
学
に
繋
げ
る
」
で
す
。

３
つ
目
は
、「
積
極
的
に
部
活
動
等
に
取
り
組
み
両
立

を
果
た
し
、
心
豊
か
で
他
人
を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き

る
生
徒
を
育
成
す
る
」
で
す
。
４
つ
目
は
、
「
生
徒
と

教
職
員
が
共
に
信
頼
し
高
め
合
い
、
豊
か
な
人
間
関
係

を
構
築
す
る
」
で
す
。
５
つ
目
が
「
保
護
者
と
地
域
と

の
連
携
を
更
に
強
化
し
、
保
護
者
と
地
域
か
ら
信
頼
さ

れ
愛
さ
れ
る
学
校
に
す
る
」
で
す
。
今
年
度
は
こ
れ
ら

の
推
進
事
項
を
中
心
に
、
魅
力
あ
る
学
校
運
営
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

こ
の
１
年
間
生
徒
に
望
む
こ
と
は
「
さ
わ
や
か
に
、

し
な
や
か
に
、
す
こ
や
か
に
生
き
る
」
で
す
。 

生
徒
に
は
、
周
囲
の
人
に
さ
わ
や
か
に
接
し
て
ほ
し

い
。
考
え
方
は
思
い
込
み
で
は
な
く
、
し
な
や
か
に
発

想
し
柔
軟
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
困
難
な
こ
と
に
耐
え
、

心
身
と
も
に
す
こ
や
か
な
体
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
生

徒
に
は
こ
れ
ら
の
生
き
方
で
、
良
い
出
会
い
が
生
ま

れ
、
自
分
の
進
路
を
し
っ
か
り
選
択
し
て
、
将
来
力
強

く
豊
か
な
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 
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● 
熊
本
・
阿
蘇
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報 

４
月
15
日
に
農
学
部 

主
催
「
熊
本
地
震
追
悼 

式
」
を
行
い
ま
し
た
。 

２
０
１
６
年
４
月
14 

日
と
16
日
の
２
回
に
わ 

た
っ
て
最
大
震
度
７
を 

記
録
し
た
熊
本
地
震
で
は
学
生
、

教
職
員
が
多
大
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
式
は
地
震
発
生
か
ら
２
年

を
迎
え
る
こ
の
時
期
に
、
熊
本
地

震
で
亡
く
な
っ
た
方
々
を
、
山
田

清
志
学
長
は
じ
め
と
し
た
教
職
員

と
農
学
部
の
学
生
ら
約
90
名
が
参

列
し
追
悼
し
ま
し
た
。 

● 

農
学
部
・
農
学
研
究
科
の 教

育
・
研
究
に
つ
い
て 

宇
宙
情
報
セ
ン
タ
ー
の
用
地
を 

活
用
し
た
「
新
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の 

整
備
を
し
、「
熊
本
キ
ャ
ン
パ 

ス
」
及
び
「
阿
蘇
実
習
フ
ィ
ー
ル 

ド
」
に
て
充
実
を
図
り
ま
す
。 

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
理
解
、 

ご
支
援
の
程
、
お
願
い
申
し
上
げ 

ま
す
。 

● 

硬
式
野
球
部 

硬
式
野
球
部 

首
都
大
学
春
季
・
秋
季 

リ
ー
グ
戦 

２
季
連
続
優
勝
！ 

６
月
11
日(

月)

第
67
回
全
日
本
大 

学
野
球
選
手
権
大
会
へ
３
年
ぶ
り
37 

回
目
の
出
場
を
し
ま
し
た
。 

東
京
ド
ー
ム
初
戦
、
九
州
産
業
大 

学
と
対
戦
。
先
発
は
市
原
望
洋
高
等 

学
校
出
身
の
３
年
生 

原
田 

泰
成
君 

で
す
。 

10
月
13
日
、  

14
日
に
浦
安
市 

運
動
公
園
野
球
場 

に
て
開
催
さ
れ
た 

秋
季
リ
ー
グ
最
終  

戦
で
勝
利
し
て
、

２
季
連
続
71
回
目

の
リ
ー
グ
優
勝
し
ま
し
た
。 

『
写
真
提
供
・
東
海
大
学
硬
式
野
球
部
』 

● 

陸
上
競
技
部 

館
澤
亨
次
選
手(

体
育
学
部
３
年)

が 

日
本
選
手
権
１
５
０
０
ｍ
で 

二
連
覇
達
成
！  

日
本
一
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
！ 

第
30
回
出
雲
駅
伝
で
３
位
入
賞
し
ま 

し
た
。 

続
く
全
日
本
駅
伝
、
箱
根
駅
伝
も
応 

援
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

● 

柔
道
部 

９
月
20
日
か
ら
27
日
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
・
バ
ク
ー
で

開
催
さ
れ
た
２
０
１
８
年
バ
ク
ー
世
界
柔
道
選
手
権
大
会

に
、
本
学
か
ら
卒
業
生
を
含
む
７
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。 

【
個
人
戦
】 

 

男
子
60
㎏
級 

髙
藤 

直
寿 

(

体
育
学
部
卒)

 

優
勝  

 

女
子
78
㎏
超
級 

朝
比
奈 

沙
羅 

(

体
育
学
部
４
年) 

優
勝 

【
男
女
混
合
団
体
戦
】 

 

男
子
73
㎏
級 

立
川 

新 

(

体
育
学
部
３
年) 

優
勝 

 

男
子
90
㎏
級 

長
澤 

憲
大 

(

体
育
学
部
卒)

 

優
勝 

 

女
子
78
㎏
超
級 

朝
比
奈 

沙
羅(

体
育
学
部
４
年) 

優
勝 

（
写
真
提
供I

n
te
r
n
at
i
o
nal

 
J
u
d
o 
F
e
de
r
a
ti
o
n

） 

 

●
「
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」
に
お
け
る

本
学
の
対
応
に
つ
い
て 

こ
の
た
び
の
「
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」
に 

よ
り
、
甚
大
な
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆 

様
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ 

ま
す
。 

被
災
地
の
皆
様
を
は
じ
め
、
北
海 

道
在
住
の
卒
業
生
並
び
に
在
校
生
の 

ご
家
族
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
健
康 

と
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ 

ま
す
。 

★ 

東
海
大
学
近
況
報
告 

★ 

男女混合団体金メダル 

の日本チーム 
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● 
第
33
回
入
学
式 

４
月
５
日(

水)

２
０
１
８
年
度 

第
33
回
入
学 

式
が
挙
行
さ 

れ
ま
し
た
。  

松
前
記
念 

講
堂
は
今
年 

も
保
護
者
の 

皆
様
で
満
席

で
し
た
。 

盛
大
か
つ
厳
粛
な
入
学
式
と
な

り
、
新
入
生
３
４
６
名
が
入
学
い
た

し
ま
し
た
。 

松
前
重
昭
理
事
長
式
辞
、
黒
坂
道
生
校
長
告
辞
か
ら
の
心

温
ま
る
お
言
葉
を
い
た
だ

き
、
望
洋
会
中
川
会
長
も
祝 

辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

● 

第
33
回
体
育
祭 

６
月
１
日
（
金
）
晴
天
の

中
、
第
33
回
体
育
祭
が
開 

催
さ
れ
ま
し
た
。
土
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
す
る
最
後
の

体
育
祭
で
す
。 

多
く
の
保
護
者
の
皆
さ
ん

が
応
援
す
る
中
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

● 

バ
ス
路
線 

 

無
料
通
学
バ
ス
が
五
井
駅
か
ら
学
校
ま
で
の
運
行
便
の
本

数
を
増
や
し
ま
し
た
。
時
間
に
余
裕
が
う
ま
れ
、
益
々
充
実

し
ま
し
た
。 

 

※ 

こ
れ
か
ら
市
原
望
洋
高
等
学
校
を
志
望
す
る
生
徒
さ

ん
が
周
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
バ
ス
が
充

実
し
た
こ
と
を
お
伝
え
下
さ
い
。 

 

● 

フ
ジ
テ
レ
ビ
「
キ
ラ
ビ
ト
」
に
出
演
！ 

本
校
３
年
生
の
平
岡 

優
希
君
が
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
・
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
と
学
業
を 

両
立
し
て
い
る
『
キ
ラ

ビ
ト(

輝
く
人
）』
と
し

て
フ
ジ
テ
レ
ビ
め
ざ
ま

し
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。 

● 

目
指
す
舞
台
は
世
界
！ 

本
校
１
年
生
の
澤 

龍
之
介
君

が
地
域
情
報
誌
「
シ
テ
ィ
ラ
イ

フ
市
原
版
」
で
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。 澤

君
は
「
２
０
１
７
年
全
日

本
カ
ー
ト
選
手
権
Ｆ
Ｓ-

１
２
５

ク
ラ
ス
東
西
統
一
ク
ラ
ス
」
で

優
勝
し
ま
し
た
。 

現
在
は
「
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ

ト
・
レ
ー
シ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
ミ

ュ
ラ
（
Ｓ
Ｒ
Ｓ-

Ｆ
ｏ
ｍ
ｕ
ｒ

ａ
）
」
で
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
（
奨 

学
金
を
受
け
る
資
格
）
の
獲
得

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

暖
か
い
声
援
を
お
願
い
致
し
ま

す
！ 

 

● 

２
学
年
知
的
財
産
教
育
講
演
会 

７
月
14
日
（
土
）
於 

松
前
記
念
講
堂 

知
的
財
産
教
育
の
一
環
と
し
て
、 

「
プ
ロ
の
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
か
ら
学
ぶ
」 

と
題
し
講
演
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

ア
イ
デ
ィ
ア
商
品
の
考
案
に
「
ブ
ラ 

ン
デ
ィ
ン
グ
（
ブ
ラ
ン
ド
化
）」
の
視
点 

を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

今
の
時
代
に
お
い
て
知
的
財
産
の
重 

要
性
を
学
び
ま
し
た
。 

★ 

市
原
望
洋
高
等
学
校
近
況
報
告 

★ 

生徒数  女子  男子  合計 

１年生   103 名 243 名 346 名 

２年生    99 名 226 名 325 名 

３年生   106 名 192 名 303 名 

生徒総数 295 名 650 名  945 名 
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● 

吹
奏
楽
部 

６
月
24
日
（
日
） 

第
15
回
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

今
年
の
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

も
素
晴
ら
し
い
演
奏
と
精
い
っ 

ぱ
い
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が 

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
是

非
、
一
度
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。 

第
17
回
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
は
12
月
24
日

(

月)

市
原
市
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

● 

放
送
部 

い
ち
は
ら
Ｆ
Ｍ
（
７
６
．
７
MHz
）
で
放
送
部
の 

部
員
に
よ
る
「
望
洋
が
行
く
!
」
が
、
毎
週
土
曜
日

10
時
～
放
送
中
！ 

(

再
放
送
は
日
曜
日
の
12
時
～) 

 

放
送
内
容
は
生
徒
の
皆
さ
ん
の
日
常
や
部
活
動 

情
報
に
つ
い
て
放
送
し
て
い
ま
す
。 

※ 

皆
さ
ん
、
是
非
、
聴
い
て
下
さ
い
ね
！ 

 

● 

陸
上
競
技
部 

千
葉
県
高
校
総
体 

鵜
澤 

葉
月 

８
０
０
ｍ 

優
勝 

南
関
東
大
会 

４
位 

清
田 

真
一 

８
０
０
ｍ 

 

２
位 

南
関
東
大
会 

７
位 

● 

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

関
東
大
会
千
葉
県
予
選
大
会 

 
 

ベ
ス
ト
８ 

千
葉
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

ベ
ス
ト
８ 

● 
 

射
撃
部 

千
葉
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

エ
ア
ー
ラ
イ
フ
ル
女
子
個
人
の
部  

準
優
勝 

實
川
佳
那 

さ
ん
（
２
年
） 

● 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部 

関
東
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
千
葉
県
予
選
大
会 

ベ
ス
ト
８ 

● 

サ
ッ
カ
ー 

関
東
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会
千
葉
県
予
選 

 

ベ
ス
ト
32 

● 
野
球
部 

第
100
回
高
等
学
校
野
球
選
手 

権
記
念
東
千
葉
大
会 

ベ
ス
ト
４ 

６
回
戦 

対 

木
更
津
総
合 

９:

２ 

で
敗
退 

  

第
71
回
秋
季
千
葉
県
高
等 

 

学
校
野
球
大
会 

ベ
ス
ト
８ 

４
回
戦 

対 

銚
子
商
業 

11:

７ 

で
敗
退 

※ 

ス
コ
ア
ー
ブ
ッ
ク
を
書
き
続
け
て 

 

１
９
９
９
年
卒 

 

望
洋
会
代
表
役
員 

 
 

 

阿
部 

邦
弘 

  

野
球
部
の
応
援
に
行
く
と
、
一
心
不
乱
に
ス
コ
ア
ー
ブ
ッ
ク

を
書
き
続
け
る
不
思
議
な
男
性
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
せ
ん

か
？ 彼

こ
そ
１
９
９
９
年
度 

後
援
会
会
長
、
現
望
洋
会
代
表
役

員
の
阿
部 

邦
弘
さ
ん
で
す
。 

阿
部
さ
ん
は
、
日
本
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
市
原
交
通
刑
務

所
の
看
守
を
か
わ
き
り
に
、
２
０
１
８
年
３
月
迄
、
単
身
赴
任

で
東
京
拘
置
所
の
看
守
を
勤
め
上
げ
ま
し
た
。 

次
男
さ
ん
が
少
年
野
球
を
始
め
た
時
か
ら
ス
コ
ア
ー
ブ
ッ
ク

を
書
き
始
め
、
望
洋
高
校
野
球
部
在
籍
中
は
も
と
よ
り
今
日
に

至
る
ま
で
、
ず
っ
と
野
球
部
の
ス
コ
ア
ー
ブ
ッ
ク
を
書
き
続
け

ま
し
た
。
試
合
日
は
必
ず
球
場
に
駆
け
付
け
、
親
子
の
絆
を
深

め
、
ス
コ
ア
ー
ブ
ッ
ク
を
書
き
続
け
ま
し
た
。
そ
の
数
は
三
百

試
合
を
優
に
超
え
て
い
ま
す
。 

 

ス
コ
ア
ー
ブ
ッ
ク
を
書
く
姿
が
新
聞
記
者
の
目
に
留
ま
り
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
読
売
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。 

ス
コ
ア
ー
ブ
ッ
ク
の
記
入
は
今
も
現
在
進
行
形
で
す
。 

も
し
、
球
場
で
阿
部
さ
ん
を
見
か
け
ま
し
た
ら
、
応
援
の
一

声
を
お
願
い
し
ま
す
。 

「
フ
レ
ー
！
フ
レ
ー
！
阿
部
ち
ゃ
ん
」 

＜秋季大会＞ 

 
★ 

部
活
動
報
告 

★ 

＜選手権大会＞ 
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● 
入
学
式 

４
月
５
日(

木)
  

 

入
学
式
に
多
数
の
役
員
が
参
列
し
ま

し
た
。 

３
６
４
名
の
新
入
生
を
お
迎
え
し
ま

し
た
。 

望
洋
会
中
川
会
長
か
ら
心
の
こ
も
っ
た

祝
辞
を
述
べ
て
頂
き
ま
し
た
。 

式
終
了
後
、
望 

洋
会
で
整
備
さ
れ 

た
楠
木
の
下
で
多 

く
の
子
供
た
ち
が 

記
念
写
真
を
撮
っ 

て
い
ま
し
た
。 

望
洋
会
で
整
備

し
た
事
が
報
わ
れ
た
瞬
間
で
し
た
。 

 ● 

代
表
役
員
会 

 

４
月
11
日(

木)  

今
年
度
の
望
洋
会
の
会
務
計
画
を
決

め
る
大
切
な
会
議
が
学
校
長
始
め
多
く

の
教
職
員
の
方
々
や
望
洋
会
役
員
列
席

の
元
、
２
０
１
８
年
度
の
会
務
計
画
お

よ
び
方
針
が
詳
細
に
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。 

● 

望
洋
会
総
会 

５
月
12
日(

土)  

五
井
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
於
い
て
望 

会
総
会
の
慎
重
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

２
０
１
８
年
望
洋
会
活
動
の
ス
タ
ー 

ト
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申 

し
上
げ
ま
す
。 

 

● 

望
洋
会
・
同
窓
会
親
睦
会 

６
月
10
日(

火) 

今
年
で
２
回
目
の
同
窓
会
と
の
懇
親
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
原
望
洋
高
等
学

校
の
益
々
の
発
展
を
願
い
同
窓
会
と
の

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。 

 ● 
楠
下
整
備
作
業 

７
月
７
日(

土) 

２
０
１
８
年
第
１ 

回
目
の
楠
下
整
備
が 

行
わ
れ 

ま
し
た
。 

夏
咲
き
の
花
々
を 

植
え
、
オ
ー
プ
ン
ス 

ク
ー
ル
に
き
れ
い
な 

庭
で
学
校
見
学
の
中 

学
生
を
お
迎
え
す
る 

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

● 

７
月
11
日(

水)

よ
り
高
校
野
球
応
援 

● 

２
学
年
知
的
財
産
教
育
講
演
会 

 

２
０
１
７
年
度
卒
前
後
援
会
長  

現
望
洋
会
代
表
役
員 

小
屋
町 

英
浩 

 

「
プ
ロ
の
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
か
ら
学
ぶ
」
と
題
し
て
知
的
財

産
教
育
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

小
屋
町
さ
ん
は
、
東
海
大
学
付
属
第
五(

現
福
岡)

高
校
在

学
中
に
映
画
「
博
多
っ
子
純
情
」
に
出
演
。
東
海
大
学
文
学

部
広
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
卒
業
後
、
株
式
会
社
浪
漫
堂
に
コ
ピ

ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

ブ
ラ
ン
ド(

知
的
財
産)

を
育
て
る
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ(

ブ

ラ
ン
ド
を
作
り
育
て
る
こ
と)

を
手
掛
け
、
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
フ

ェ
リ
ー
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
フ
ェ
リ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
や
ス

ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
プ
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン

等
、
幅
広
く
手
掛
け
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。 

大
切
な
こ
と
は
、「
ら
し
さ
が
あ
る
こ
と
／
覚
え
て
も
ら
え

る
こ
と
」
。
知
的
財
産
の
大
切
さ
を
生
徒
た
ち
に
伝
え
て
下
さ

い
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
も
カ
タ
ロ
グ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
ご
要
望
は
浪
漫
堂
の
小
屋
町
さ
ん
に
相
談
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

★ 

望
洋
会
活
動
報
告 

★ 
 

<ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ ｶﾀﾛｸﾞ> 

<ﾊｰﾄﾗﾝﾄﾞﾌｪﾘｰ>  
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●  

第
２
回
代
表
役
員 

７
月
26
日(

金)

会 

 

事
業
報
告
お
よ
び
今
後
の
会
務
で
あ
る
研
修
旅
行
、
建
学

祭
の
バ
ザ
ー
、
親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
望
洋
杯
等
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

●  

望
洋
会
研
修
旅
行 

９
月
15
日(

土)

～
16
日(
火) 

「
建
学
の
歌
を
訪 

ね
る
旅
」
と
題
し 

て
建
学
の
地
、
静 

岡
に
行
っ
て
き
ま 

し
た
。
東
海
大
学 

海
洋
科
学
博
物
館
、 

三
保
の
松
原
、
鉄
舟

寺
を
見
学
し
、
焼
津
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
宿
泊

し
ま
し
た
。 

 ● 

楠
下
整
備
作
業 

 
 
 
 
 

９
月
22
日
（
土
） 

第
２
回
楠
下
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
竣
工
式
に
来
ら
れ
る
来
賓
の
皆
様
を
気 

持
ち
よ
く
お
迎
え
出
来
る
よ
う
に 

皆
で
力
を
合
わ
せ
ま
し
た
。 

新
入
生
を
き
れ
い
な
花
で
お
迎 

え
し
よ
う
と
、
た
く
さ
ん
の
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を
植
え
ま
し
た
。 

● 

松
前
記
念
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
竣
工
式 

９
月
29
日
（
土
） ６

月
よ
り
工
事
が
行
わ
れ
た
本
校
第 

１
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
敷
設
と
全
天 

候
型
陸
上
ト
ラ
ッ
ク
が
完
成
し
、
新
た 

に
「
松
前
記
念
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
と 

し
て
、
９
月
29
日(

土)

に
竣
工
式
を 

執
り
行
い
ま
し
た
。
式
で
は
、
飯
香
岡 

八
幡
宮
禰
宜 

平
澤
牧
人
様
の

ご
奉
仕
に
よ
る
安
全
祈
願
の
神
事
に

続
き
、
学
校
法
人
東
海
大
学 

松
前 

義
昭
理
事
長
、
本
校 

黒
坂
道
生
校

長
、
本
校
後
援
会 

松
嵜
光
孝
会
長 

よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

式
典
後
は
、
陸
上
競
技
部
と
サ
ッ

カ
ー
部
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
方
に
ご
観

覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
ど
の
よ
う
な
生
徒
た
ち

の
活
躍
が
行
わ
れ
る
の
か
と
て
も
楽
し
み
で
す
。 

                           

※ 

是
非
一
度
、
実
物
を
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
！ 
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岡
本 

照
夫
・
西
村 

和
男 

共
著 

 

千
葉
県
地
図
の
中
央
中
程
に
千
葉
県
の
形
に
そ
っ
く
り
の

形
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
せ
ん
か
？ 

そ
う
、
県
下
最
大

の
市
「
市
原
市
」
で
す
。 

 

市
原
望
洋
高
等
学
校
に
入
学
す
る
ま
で
「
市
原
市
」
を
知
ら

な
か
っ
た
と
い
う
声
を
耳
に
し
、
Ｂ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
コ
ラ
ム
を
『
市
原

今
昔
物
語
』
と
し
て
、
少
し
で
も
「
市
原
市
」
に
興
味
を
も
っ

て
い
た
だ
け
た
な
ら
ば
・
・
・
と
い
う
熱
い
思
い
で
筆
を
と
ら

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

第
１
回
目
は
我
が
校
の
所
在
す
る
「
能
満
」
と
隣
接
す
る

「
郡
本
」・
「
国
分
寺
台
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。 

 

古
く
奈
良
時
代
、
大
化
の
改
新
が
断
行
さ
れ
、
国
・
郡
・
里

の
制
が
敷
か
れ
て
国
造
に
代
わ
り
、「
国
司
」
が
置
か
れ
ま
し

た
。
か
つ
て
の
東
海
道
は
相
模
国
（
三
浦
半
島
）
か
ら
海
を
経

て
房
総
半
島
に
上
陸
し
て
い
た
た
め
、
幾
内
（
郡
）
に
近
い
方

か
ら
「
安
房
国
」・「
上
総
国
」・「
下
総
国
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
「
国
府
」
が
置
か
れ
ま
し
た
。
市
原
市
は
上
総
国
の
中
心

地
と
し
て
「
国
府
」
が
置
か
れ
、
聖
武
天
皇
の
詔(

み
こ
と
の 

り)

に
よ
っ
て
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
【
写 

真
左
上
】
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。 

国
分
寺
・
国
分
尼
寺
が
所
在
す
る
地 

域
は
、
１
９
６
０
年
頃
ま
で
は
家
屋
が 

無
い
平
地
・
雑
木
林
状
態
で
し
た
。 

１
９
７
１
年
か
ら
２
０
０
１
年
ま
で 

土
地
区
画
整
理
事
業
が
行
わ
れ
、
国
分 

寺
周
辺
の
地
名
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

「
国
分
寺
台
」
は
「
上
総
国
分
寺
」
か
ら
因
ん
で
つ
け
ら
れ
ま

し
た
。
五
井
駅
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運
航
し
て
い
る
地
域
で

す
。
上
総
国
分
寺
跡(

西
門
跡
平
面
復
元
）、
上
総
国
分
寺
金
堂
跡

地
（
草
原
）、
国
分
尼
寺
跡(

回
廊
復
元
）、
展
示
資
料
館
を
訪

れ
、
想
い
を
馳
せ
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

 

そ
し
て
、「
国
司
」
の
下
に
「
郡
司
」
が
置
か
れ
、
そ
の
役
所

を
「
郡
衙(

ぐ
ん
が
）
」
と
言
い
ま
し
た
。「
郡
本(

こ
お
り
も

と
）
」
は
、
こ
の
郡
衙
の
所
在
地(

郡
本
遺
跡)

で
あ
っ
た
こ
と
に

由
来
し
て
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
に
は
、
条
里
制
の
名
残
り

を
明
確
に
残
す
水
田
が
整
然
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。「
郡
本
」
は

市
原
望
洋
高
等
学
校
の
所
在
す
る
「
能
満
」
の
隣
の
地
域
で
す
。 

 

さ
あ
、
い
よ
い
よ
「
能
満(

の
う
ま
ん
）」

で
す
。「
能
満
」
は
、
太
古
の
昔
、
古
東
京 

湾
の
内
進
（
縄
文
海
進
）
に
よ
っ
て
で
き
た

谷
田
に
よ
っ
て
三
方
を
囲
ま
れ
た
舌
状
台
地

（
市
原
台
地
に
属
す
る
）
で
す
。
こ
の
地
域

は
、
孟
地
遺
跡
等
、
多
数
の
遺
跡
が
発
見
さ

れ
て
お
り
、「
能
満
」
が
古
く
か
ら
文
化
的 

に
も
非
常
に
開
け
た
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺

わ
れ
ま
す
。
こ
の
遺
跡
群
の
一
角
に
市
原
望

洋
高
等
学
校
が
建
設
さ
れ
た
の
で
す
。 

 

「
能
満
」
の
地
名
の
由
来
は
、
創
建
７
２
４
年
と
伝
え
ら
れ
、

地
元
住
民
か
ら
「
お
お
で
ら
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、
弘
法
大
師
空

海
の
作
と
さ
れ
る
仏
を
奉
る
「
釈
蔵
院(
し
ゃ
く
ぞ
う
い
ん
）
」
の

「
五
悔
の
四
向
文
書
」
、
仏
教
用
語
「
悉
能
満
足
波
羅
蜜
（
し
つ

の
う
ま
ん
ぞ
く
は
ら
び
）
」
か
ら
「
能
満
」
の
名
が
つ
け
ら
れ
た

と
い
う
説
が
地
方
史
等
か
ら
調
べ
る
と
有
力
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

釈
蔵
院
の
隣
に
は
創
建
６
７
２
年
と
伝
え
ら
れ
る 

「
府
中
日
吉
神
社(

ふ
ち
ゅ
う
ひ
よ

し
じ
ん
じ
ゃ
）
」
、
国
府
の
あ
っ
た 

平
安
時
代
の
地
方
官
僚
跡
が
あ
り 

ま
す
。
鳥
居
の
左
右
が
狛
犬
で
は 

な
く
、
神
猿
マ
サ
ル
が
鎮
座
し
て 

い
ま
す
。
古
の
空
気
が
漂
い
、
タ 

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
錯
覚 

に
陥
る
場
所
で
す
。
中
世
以
降 

「
府
中
」
が
「
能
満
」
だ
け
に
冠
せ

ら
れ
た
こ
と
か
ら
「
国
府
」
が
能
満
に
あ
っ
た
と
す
る
有

力
な
裏
付
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
国
府
」
が
何
処
に
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
「
国
府
ロ
マ
ン
」
は
こ
れ
か
ら

の
歴
史
研
究
に
任
せ
る
こ
と
と
し
、
こ
の
「
歴
史
ロ
マ

ン
」
に
触
れ
、
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

歴
史
は
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。
か
つ
て
多
く
の
渡
来
人
や

帰
化
人
が
都
を
築
き
日
本
の
礎
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
都

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
上
総
国
を
築
き
、
や
が
て
日
本
を
創
り

上
げ
た
よ
う
に
、
市
原
望
洋
高
等
学
校
は
、
こ
の
よ
う
な

歴
史
的
背
景
の
パ
ワ
ー
を
得
て
存
在
し
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。 

市
原
望
洋
高
等
学
校
は
、
２
０
１
７
年
２
月
に
千
葉

県
・
市
原
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
や

我
校
が
市
原
市
を
牽
引
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
ほ
ど
各
行
事
・
防
災
等
の
ど
こ
か
で
必
ず
関
り
を
持

っ
て
い
ま
す
。 

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
々
研
鑽
を
積
み
、
市
原
・
千

葉
・
日
本
そ
し
て
世
界
に
羽
ば
た
く
よ
う
な
ご
活
躍
を
期

待
し
て
、
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
が
筆
を
置
き
ま
す
。 

★ 

市
原
今
昔
物
語 

★ 
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東
海
大
学
付
属
望
洋
高
等
学
校 

元
教
頭 

細
野 

久 

私
は
、
１
９
９
３
年
４
月
か
ら 

の
５
年
間
、
本
校
に
勤
務
し
、 

様
々
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま 

し
た
。 

４
０
年
間
の
教
員
生
活
の
中
で

も
、
忘
れ
な
れ
な
い
５
年
間
で
し

た
。
感
謝
で
す
。 

 

私
は
、
昨
年
の
４
月
、
71
歳
の
妻
を
病
気
で
亡
く
し
ま

し
た
。
二
人
の
子
供
た
ち
は
独
立
し
て
い
ま
す
の
で
、
私
ひ

と
り
で
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
寂
し
さ
と
会
話
の
な
い

生
活
は
、
悲
し
く
つ
ら
い
も
の
で
し
た
。
亡
き
妻
と
の
会

話
、
思
い
出
が
中
心
の
日
々
で
、
時
計
が
止
ま
っ
た
よ
う
で

し
た
。 
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
の
励
ま
し
の
こ
と
ば
が
、
私

に
力
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
思
い
出
と
戦
っ
て
も
勝
て

な
い
」「
人
間
は
、
ひ
と
り
で
は
生
き
て
い
け
な
い
。
他
人

と
支
え
合
い
、
助
け
合
っ
て
、
上
手
に
生
き
て
い
る
、
生
か

さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
事
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。 

 

生
か
さ
れ
て
も
い
る
自
分
、
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
る
の

か
・
・
・
。
時
間
と
と
も
に
、
少
し
ず
つ
「
自
分
ら
し
く
生

き
た
い
、
明
る
く
、
前
向
き
に
」
と
の
思
い
が
、
持
て
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

私
は
今
71
歳
、
長
寿
の
領
域
に
入
っ
て
い
ま
す
。
「
目
標

は
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
よ
い
」
と
も
い
い
ま
す
が
、
今
の
自

分
を
考
え
、
日
々
の
生
活
の
中
で
の
小
さ
な
目
標
を
立
て
、 

小
さ
な
成
功
体
験
を
一
つ
で
も
多
く
積
み
重
ね
る
、
そ
ん
な

思
い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
止
ま
っ
た
ま
ま
だ
っ
た

時
計
が
、
動
き
は
じ
め
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、「
あ
す
」
に
向
か
っ
て
今
を
生
き
て
い
ま

す
。
し
か
も
、
「
は
じ
め
て
の
今
」
を
生
き
て
い
ま
す
。
年

齢
を
問
わ
ず
、
全
て
の
人
に
と
っ
て
「
今
」
は
常
に
「
は
じ

め
て
」
で
す
。
「
は
じ
め
て
の
今
」
を
生
き
て
い
る
と
い
う

意
識
を
持
つ
事
で
、
今
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
や
る
べ
き
こ
と
を
後
回
し
と
せ
ず
、
日
々
の
実
践
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
今
、
今
が
つ
な
が
っ
て
「
あ

す
」
に
な
り
、
「
あ
さ
っ
て
」
に
な
り
、
将
来
に
つ
な
が
り

ま
す
。「
い
つ
か
」「
い
つ
か
」
と
思
っ
て
い
る
人
に
「
い
つ

か
」
は
や
っ
て
き
ま
せ
ん
。 

 

「
明
る
く
、
前
向
き
に
今
を
生
き
る
」
、「
一
歩
が
一
歩
の

価
値
を
持
つ
」
、
そ
ん
な
歩
み
を
と
思
い
な
が
ら
の
一
日
一

日
で
す
。 

 

※ 

編
集
後
記 

※ 

 

今
回
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
、
市
原
今
昔
物
語
如
何
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
望
洋
会
の
会
員
の
皆
様
の
ご
提
案
に
よ
っ

て
、
複
数
回
に
わ
た
り
連
載
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
細
野
先
生
や
阿
部
代
表
役
員
、
小
屋
町
代
表
役
員
の

記
事
を
掲
載
す
る
事
が
で
き
た
事
を
感
謝
し
ま
す
。 

 

楠
下
整
備
も
２
回
行
い
、
ま
す
ま
す
会
務
も
充
実
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
も
皆
様
の
ご
要
望
に
よ
り
、
紙
面
を
充
実
し

た
い
と
考
え
ま
す
。 

皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
 

（
編
集
・
広
報
部
・
あ
ゝ
ビ
リ
ー
バ
ン
バ
ン
一
同
） 

 

月  日 会  務 

10 月 27 日(土) 

  ～28 日(日) 

建学祭 

◎バザー出店 

11 月 10 日(土) 親睦スポーツ大会 

11 月 23 日(金) 望洋杯ゴルフコンペ 

12 月 24 日(月) 吹奏楽部定期演奏会 

１月 2日(水)～ 

3 日(木） 

箱根駅伝応援(往路) 

箱根駅伝応援(復路) 

3 月 2日(土) 卒業式出席 

4 月 5日(金) 入学式出席 

 

※今後の望洋会活動予定のご案内 
 

あ
の
人
は
、
今
・
・
・
第
５
回 

上総国分寺 

七重塔(模型) 

市役所展示 

お勧めコース 

① 市原市埋蔵物文化財調査センター 

※ 国道 297 号を北上して右折 

② 能満天神社 

③ 府中日吉神社 

④ 釈蔵院 

◎ランチは「まこと家」さんで絶品 

「とんかつ定食」を！！ 

※ ちょっと国分寺台に戻って 

⑤ 上総国分尼寺跡(回廊復元)展示資料館 

⑥ 上総国分寺（西門平地跡） 

上総国分寺僧寺金堂跡地 

☆一度見学してみては？ 


